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次
の
文
章
を
読
み
、
こ
の
文
章
に
お
い
て
筆
者
が
主
張
し
て
い
る
こ
と
を
二
〇
〇
字
程
度
に
要
約
し
な
さ
い
。 

次
に
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
自
ら
の
考
え
を
論
述
し
な
さ
い
。
全
体
の
字
数
は
八
〇
〇
字
以
内
と
し
ま
す
。 

 

（社
説
） 

科
学
五
輪 
世
界
に
挑
む
若
者
支
援
を 

 

来
月
、
日
本
で
二
つ
の
科
学
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
か
れ
る
。
世
界
に
挑
む
若
者
を
応
援
し
た
い
。  

草
分
け
の
数
学
が
一
九
五
九
年
に
始
ま
り
、
日
本
は
九
〇
年
に
初
参
加
し
た
。
い
ま
や
日
本
科
学
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
委
員
会
に
は
、
数
学
、
化
学
、
生
物
学
、
物
理
、
情
報
、
地
学
、
地
理
の
七
科
目
が
加
わ
る
。
哲
学
や
言
語
学
な

ど
の
国
際
大
会
も
あ
る
。  

二
〇
二
二
年
の
七
科
目
の
予
選
参
加
者
は
計
一
万
八
千
人
を
超
え
た
。
予
選
は
試
験
や
リ
ポ
ー
ト
審
査
な
ど

の
一
次
選
考
、
全
国
大
会
で
も
あ
る
二
次
選
考
で
の
試
験
や
実
技
で
数
人
の
代
表
が
決
ま
り
、
強
化
合
宿
な
ど

を
経
て
、
国
際
大
会
に
臨
む
。  

今
年
は
、
国
際
数
学
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
千
葉
県
で
、
日
本
で
初
開
催
と
な
る
国
際
物
理
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
東
京

都
で
、
七
月
に
開
か
れ
る
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
の
国
際
天
文
学
・
天
体
物
理
学
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
ギ
リ
シ
ャ
で
の
国
際

経
済
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
は
、
日
本
か
ら
初
出
場
と
な
る
。  

金
銀
銅
メ
ダ
ル
は
、
上
位
か
ら
一
定
の
割
合
で
全
体
の
半
数
ほ
ど
に
贈
ら
れ
る
。
日
本
の
出
場
者
の
ほ
と
ん
ど

が
獲
得
し
て
い
る
。
中
に
は
予
想
し
な
か
っ
た
解
き
方
で
出
題
者
を
驚
か
す
生
徒
も
い
る
。
近
年
は
、
中
国
や
韓

国
な
ど
ア
ジ
ア
の
活
躍
が
目
立
つ
と
い
う
。
国
内
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
力
を
入
れ
て
い
る
国
も
あ
る
。  

国
際
大
会
で
は
、
宿
舎
で
議
論
し
た
り
、
開
催
国
の
伝
統
文
化
に
触
れ
た
り
、
観
光
や
ス
ポ
ー
ツ
、
ゲ
ー
ム
な

ど
で
交
流
を
深
め
る
。
予
選
も
含
め
た
大
会
の
意
義
は
、
授
業
や
受
験
勉
強
に
と
ど
ま
ら
ず
、
興
味
あ
る
教
科
を

存
分
に
学
び
、
夢
中
に
な
っ
て
探
究
す
る
こ
と
。
選
考
や
合
宿
、
大
会
で
仲
間
と
出
会
っ
て
刺
激
し
合
い
、
視
野
が

広
が
り
、
や
が
て
留
学
や
国
際
共
同
研
究
に
も
つ
な
が
る
。  

突
出
し
た
若
者
の
力
が
伸
び
れ
ば
波
及
効
果
も
あ
る
。
世
界
に
目
を
向
け
れ
ば
、
既
成
の
枠
に
と
ら
わ
れ
な
い

若
い
才
能
が
、
技
術
革
新
や
巨
大
ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
な
が
る
発
想
を
生
み
出
し
、
社
会
に
も
貢
献
し
て
き
た
。  

日
本
代
表
は
、
出
場
経
験
を
蓄
積
し
た
都
市
部
の
進
学
校
が
多
い
が
、
地
方
や
公
立
高
校
か
ら
も
選
ば
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
情
報
が
ネ
ッ
ト
で
得
ら
れ
、
交
流
が
広
が
っ
た
こ
と
が
背
景
の
よ
う
だ
。  

予
選
参
加
者
の
う
ち
、
女
性
は
、
生
物
学
で
半
数
を
超
え
、
地
学
や
化
学
、
地
理
で
は
三
割
前
後
だ
。  

地
域
や
学
校
、
性
差
を
問
わ
ず
、
挑
戦
し
た
い
高
校
生
が
参
加
で
き
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
大
切
だ
。
選
抜

や
大
会
運
営
に
は
国
の
補
助
や
企
業
の
寄
付
も
あ
る
が
、
高
校
や
大
学
の
先
生
、
学
生
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
も

頼
る
。
自
治
体
や
学
校
の
熱
心
さ
に
は
濃
淡
も
あ
る
。
国
や
企
業
は
支
援
を
拡
大
し
て
ほ
し
い
。  

ス
ポ
ー
ツ
の
よ
う
に
観
戦
す
る
こ
と
は
単
純
に
は
で
き
な
い
が
、
も
っ
と
社
会
の
関
心
を
高
め
る
工
夫
も
必
要

だ
。
ど
の
分
野
で
も
、
世
界
を
目
指
す
高
校
生
の
存
在
は
、
同
世
代
へ
の
刺
激
に
も
な
る
は
ず
だ
。 
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